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四
し

季
き

折
おり

々
おり

に見
み

事
ごと

な絶
ぜっ

景
けい

を見
み

せる
花
はな

の名
めい

所
しょ

が各
かく

地
ち

にあり、
大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

を魅
み

了
りょう

する。花
表紙／障子を開けると、絵画のような庭が現れる（京都・芬陀院　写真＝寺田伸介／アフロ）

hana

1000㎡もある藤棚の下、幻想的な景色に酔う。見頃は４月下
旬から５月上旬（栃木県足利市・あしかがフラワーパーク）

特集

 くつろぎと癒
いや

しの国
くに

、日
に

本
ほん

休
きゅう

息
そく

する。気
き

分
ぶん

を換
か

える。静
しず

かに集
しゅう

中
ちゅう

する。自
し

然
ぜん

や神
しん

聖
せい

なものとふれあう──。
日
に

本
ほん

人
じん

が心
こころ

と体
からだ

を整
ととの

えるために形
かたち

づくってきたくつろぎと癒
いや

しの文
ぶん

化
か

には、
忙
いそが

しい現
げん

代
だい

を生
い

き抜
ぬ

く知
ち

恵
え

が隠
かく

されている。
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人
ひと

が暮
く

らす里
さと

の近
ちか

くにあって
田
た

畑
はた

や住
じゅう

宅
たく

と隣
とな

り合
あ

い、生
せい

活
かつ

に結
むす

びついた山
やま

や森
しん

林
りん

。
のんびりとした風

ふう

景
けい

に誰
だれ

もが郷
きょう

愁
しゅう

をそそられるだろう。

日
に

本
ほん

では、7世
せい

紀
き

頃
ごろ

以
い

降
こう

に各
かく

時
じ

代
だい

でつくられた
多
た

様
よう

な庭
にわ

の作
さく

例
れい

を、寺
じ

院
いん

や伝
でん

統
とう

家
か

屋
おく

などで目
ま

の当
あ

たりにできる。
瞑
めい

想
そう

的
てき

な空
くう

間
かん

で過
す

ごす静
しず

かなひとときは何
なに

物
もの

にもかえがたい。庭

日
に

本
ほん

の
くつろぎと癒

いや

しを知
し

る
キーワード
誰
だれ

もが求
もと

めるくつろぎと心
こころ

の平
へい

安
あん

。
日
に

本
ほん

人
じん

は、どんな時
とき

にどんな場
ば

所
しょ

でそれを感
かん

じるのだろう。
日
に

本
ほん

で守
まも

り受
う

け継
つ

がれてきた自
し

然
ぜん

や景
けい

観
かん

、
文
ぶん

化
か

の中
なか

に見
み

いだす、癒
いや

しの言
こと

葉
ば

とかたち。

柱を額に見立てて観賞できる庭。新緑（上）や深雪（下）と、中の「絵」は四
季折々に表情を変える（京都・宝泉院　写真＝中田 昭）

niwa

茅葺き屋根の民家が並ぶ集落は、ユ
ネスコの世界文化遺産にも登録され
た（岐阜県・白川村　写真＝アフロ）
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祈
り
しめ縄

なわ

は、神
じん

社
じゃ

が俗
ぞく

なる
世
せ

界
かい

から隔
へだ

てられた
聖
せい

域
いき

であることを示
しめ

すしるしだ。
静
せい

粛
しゅく

な場
ば

所
しょ

で、人
ひと

々
びと

は
願
ねが

いや感
かん

謝
しゃ

をささげる。

inori

長さ13m、重さ５tの巨大なしめ縄。
国造り神話の主神を祀る神社の威容
を示す（島根県・出雲大社 写真＝
アフロ）
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茶
さ

道
どう

、書
しょ

道
どう

、華
か

道
どう

──
伝
でん

承
しょう

の型
かた

を繰
く

り返
かえ

し
ながら自

じ

分
ぶん

の内
ない

面
めん

と
向
む

き合
あ

うことで、
心
こころ

の平
へい

穏
おん

が得
え

られる。

道do

上左／茶室（京都・妙喜庵 
待庵　写真＝井上博道）
上右／作法にのっとって茶を
たてることで精神を修養する
茶道（写真＝宮村政徳）　
右／「習字」として小学校の
授業にも取り入れられるほど
普及している書道
９頁／草花を器に挿す型で
美を表現する華道（写真２点
とも＝アフロ）
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疑
ぎ

似
じ

体
たい

験
けん

！
旅

りょ

館
かん

でニッポン暮
ぐ

らしを

靴
くつ

を脱
ぬ

ぎ、畳
たたみ

の上
うえ

で足
あし

をのばし、和
わ

食
しょく

に舌
した

鼓
つづみ

を打
う

つ。
自
し

然
ぜん

素
そ

材
ざい

を使
つか

った建
けん

築
ちく

やインテリアにふれ、庭
にわ

の緑
みどり

を愛
め

でる。
安
やす

らぎと居
い

心
ごこ

地
ち

の良
よ

さを追
つい

求
きゅう

した旅
りょ

館
かん

で、伝
でん

統
とう

のニッポン暮
ぐ

らしを体
たい

感
かん

しよう。
写真●川辺明伸　協力●箱根・塔之澤温泉 福住楼（神奈川県足柄下郡）

右／釣り灯籠が風情をかきたて
る庭先
下／自然素材を多用した伝統建
築、庭の緑、仲居さんのサービ
ス。これぞ旅館のもてなしだ

もし、日
に

本
ほん

に来
き

て、日
に

本
ほん

らしい情
じょう

緒
ちょ

を味
あじ

わいたいと考
かんが

えるなら、ホテルよりも断
だん

然
ぜん

「旅
りょ

館
かん

」に泊
と

まることをお
すすめしたい。なぜなら日

に

本
ほん

でも希
き

少
しょう

になりつつある伝
でん

統
とう

的
てき

な日
に

本
ほん

家
か

屋
おく

での暮
く

らしを、旅
りょ

館
かん

でならば、存
ぞん

分
ぶん

に、
しかも手

て

軽
がる

に味
あじ

わうことができるからだ。
日
に

本
ほん

の住
す

まいの決
けっ

定
てい

的
てき

な特
とく

徴
ちょう

は、なんといっても家
いえ

に
入
はい

る前
まえ

にまず靴
くつ

を脱
ぬ

ぐことだろう。「玄
げん

関
かん

」と呼
よ

ばれる入
い

り口
ぐち

は、外
がい

界
かい

と内
うち

を隔
へだ

てる境
きょう

界
かい

領
りょう

域
いき

のようなもの。そこ
から一

いっ

歩
ぽ

内
うち

に入
はい

った後
あと

は窮
きゅう

屈
くつ

な靴
くつ

から足
あし

を解
かい

放
ほう

し、心
こころ

ゆ
くまでくつろぐことができる。
一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、旅
りょ

館
かん

の部
へ

屋
や

の間
ま

取
ど

りは洗
せん

面
めん

所
じょ

などを除
のぞ

いた
居
い

間
ま

が一
ひと

間
ま

きりであることが多
おお

い。だが狭
せま

すぎるのでは、
と心

しん

配
ぱい

する必
ひつ

要
よう

はない。夜
よる

は座
ざ

卓
たく

や座
ざ

椅
い

子
す

を移
い

動
どう

させた
り畳

たた

んだりして、代
か

わりに押
お

し入
い

れの布
ふ

団
とん

を敷
し

けば、寝
しん

室
しつ

に早
はや

変
が

わり。和
わ

家
か

具
ぐ

は可
か

動
どう

性
せい

が高
たか

いものが多
おお

く、空
くう

間
かん

をとても有
ゆう

効
こう

に使
つか

えるのだ。
旅
りょ

装
そう

を解
と

いたら、備
そな

え付
つ

けの茶
ちゃ

器
き

で淹
い

れたお茶
ちゃ

と和
わ

菓
が

子
し

で一
いっ

服
ぷく

。緑
りょく

茶
ちゃ

のカフェインが頭
あたま

をほどよく覚
かく

醒
せい

させ、
旅
たび

の疲
つか

れをつかの間
ま

癒
いや

してくれることだろう。上
じょう

品
ひん

な干
ほ

し草
くさ

のような香
かお

りと、さらっとした感
かん

触
しょく

が気
き

持
も

ちよい畳
たたみ

に足
あし

をのばせば、床
ゆか

に座
すわ

るという慣
な

れない姿
し

勢
せい

も楽
たの

しく
思
おも

えてくるかもしれない。障
しょう

子
じ

の奥
おく

に見
み

える庭
にわ

の緑
みどり

や、
「床

とこ

の間
ま

」という小
ちい

さなスペースに飾
かざ

られた書
しょ

画
が

や花
はな

も静
しず

かに目
め

を楽
たの

しませてくれる。
旅
りょ

館
かん

はだいたい温
おん

泉
せん

とセットになっているのが日
に

本
ほん

の
常
つね

。食
しょく

事
じ

の前
まえ

に熱
あつ

い湯
ゆ

に浸
つ

かってのんびりすれば、自
し

然
ぜん

におなかもすいてくる。たとえ湯
ゆ

上
あ

がりの肌
はだ

に木
も

綿
めん

の
浴
ゆかた

衣という軽
けい

装
そう

で廊
ろう

下
か

を歩
ある

いても、とがめる人
ひと

はいない。
浴
ゆかた

衣はいわば寝
ね

間
ま

着
き

だが、旅
りょ

館
かん

の敷
しき

地
ち

内
ない

は、どこも公
こう

共
きょう

の空
くう

間
かん

というよりは自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

の延
えん

長
ちょう

のようなもの、と
考
かんが

えてよいからだ。
部
へ

屋
や

に戻
もど

れば、いつの間
ま

にか食
しょく

事
じ

の用
よう

意
い

が整
ととの

えられて
いる。食

た

べ終
お

わった頃
ころ

にはまた仲
なか

居
い

さんと呼
よ

ばれるスタ
ッフの絶

ぜつ

妙
みょう

なサービスによって音
おと

もなく片
かた

づけられ、魔
ま

法
ほう

のように布
ふ

団
とん

がしつらえられる。
どこまでも居

い

心
ごこ

地
ち

のよさを追
つい

求
きゅう

した空
くう

間
かん

で、至
いた

れり尽
つ

くせりのもてなしに身
み

を任
まか

せる。これが、旅
りょ

館
かん

に泊
と

まる
醍
だい

醐
ご

味
み

である。
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一息ついたら、部屋に用意されている道
具を使ってお茶を淹れ、旅の疲れを癒す

畳、障子、座卓、庭、書が掛かる床の間
（写真右）。日本の伝統的な暮らしを体感
できる客室

夕食前にまずはひと風呂。湯上がりの肌
に、木綿の浴衣（ゆかた）の感触が気持
ちいい

到着した客を女将（宿の女主人）が迎え、
「いらっしゃいませ」とご挨拶

風呂上がり、籐椅子に座って、そよ風と
川のせせらぎに体を涼ませる

本物の富士山が見えなくても楽しんで、
という遊び心が表れた窓

靴を脱いで畳の感触をじかに味わえば、
心からリラックスできる（写真＝アフロ）

絶妙のタイミングで部屋に運ばれる夕食。
くつろいだまま、豪華な和食を味わえる

動
どう

物
ぶつ

に和
なご

む
日
に

本
ほん

には、豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

が育
はぐく

んだ多
た

様
よう

な生
い

き物
もの

が生
せい

息
そく

する。
中
なか

には身
み

近
ぢか

な「仲
なか

間
ま

」として人
ひと

と親
しん

密
みつ

な関
かん

係
けい

を築
きず

いてきた動
どう

物
ぶつ

も多
おお

い。
各
かく

地
ち

の動
どう

物
ぶつ

園
えん

や観
かん

光
こう

地
ち

で会
あ

えたり、ペットとして愛
あい

されたりしてきた
日
に

本
ほん

の可
か

愛
わい

い動
どう

物
ぶつ

たちに、心
こころ

癒
いや

されよう。

温泉でくつろぐ野生のニホンザルは
冬の風物詩（長野県・地獄谷野猿公苑）

柴イヌは、古くから愛されてきた日本在
来の小型犬

クラゲの展示種類世界一を誇る水族館で
（山形県・加茂水族館）

ペンギンの散歩は、動物の生態を活かし
た展示が評判の動物園で大人気
 （北海道・旭山動物園）

古都・奈良の東大寺のニホンジカは、
神の使いとされてきた

写真●アフロ、読売新聞社
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日
に

本
ほん

流
りゅう

温
おん

泉
せん

の楽
たの

しみ
お湯

ゆ

に身
み

を沈
しず

めて心
こころ

も体
からだ

もリラックスすることは、
日
に

本
ほん

人
じん

にとって欠
か

かせない慣
かん

習
しゅう

であると同
どう

時
じ

に、大
おお

きな楽
たの

しみでもある。
中
なか

でも、自
し

然
ぜん

から湧
わ

き出
で

る温
おん

泉
せん

は、古
ふる

くから各
かく

地
ち

で親
した

しまれてきた。
ではなぜ温

おん

泉
せん

は日
に

本
ほん

人
じん

を魅
み

了
りょう

し、癒
いや

すのか。日
に

本
ほん

にはどんな温
おん

泉
せん

の文
ぶん

化
か

があるのだろうか。
温
おん

泉
せん

学
がく

の第
だい

一
いち

人
にん

者
しゃ

に、歴
れき

史
し

や科
か

学
がく

的
てき

な効
こう

能
のう

からひもといてもらう。
文●松田忠徳　写真●アフロ

上／屋外にしつらえられた温泉、露天風呂。大自然の中、開放的な気分を味わえる（福島・芦ノ牧温泉）

温
おん

泉
せん

は日
に

本
ほん

人
じん

にとって最
さい

高
こう

の癒
いや

し
である。
とりわけ開

かい

放
ほう

的
てき

な露
ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

が好
す

き
な日

に

本
ほん

人
じん

は、湯
ゆ

に浸
つ

かりながら、自
し

然
ぜん

に溶
と

け込
こ

み風
ふう

景
けい

の一
いち

部
ぶ

になりたい
とさえ願

ねが

う。
耳
みみ

に心
ここ

地
ち

よく届
とど

く渓
けい

流
りゅう

のせせらぎ、
肌
はだ

をなでるほのかな風
かぜ

、温
おん

泉
せん

の匂
にお

い
──。木

き

々
ぎ

の緑
みどり

にも香
かお

りがあり、そ
れが晩

ばん

秋
しゅう

なら枯
か

れ葉
は

となってはらは
らと舞

ま

い降
お

りる。
露
ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

が好
す

きなのは、自
し

然
ぜん

の懐
ふところ

に抱
いだ

かれながら湯
ゆ

浴
あ

みすると、五
ご

感
かん

がリセットされることを遺
い

伝
でん

子
し

が記
き

憶
おく

しているからかもしれない。日
に

本
ほん

人
じん

と温
おん

泉
せん

の関
かん

係
けい

は、1964年
ねん

に長
なが

野
の

県
けん

で発
はっ

掘
くつ

された遺
い

跡
せき

によって、はるか
6000年

ねん

前
まえ

にまでさかのぼることがで
きる。
日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の宗
しゅう

教
きょう

である「神
しん

道
とう

」で
は、心

こころ

の汚
よご

れ、罪
つみ

を「穢
けが

れ」と言
い

う。
そのケガレを水

みず

で清
せい

浄
じょう

にすることを
「禊

みそ

ぎ」と言
い

う。さらに温
おん

泉
せん

で禊
みそ

ぎを
する行

こう

為
い

を「湯
ゆ

垢
ご

離
り

」と呼
よ

んだ。も
ともと日

に

本
ほん

人
じん

が温
おん

泉
せん

浴
よく

をするのは、
体
からだ

の汚
よご

れを流
なが

すためではなく、心
こころ

を
清
せい

浄
じょう

にする、つまり「湯
ゆ

垢
ご

離
り

」のた
めであったと思

おも

われる。欧
おう

米
べい

のシャ
ワーによる「洗

あら

い流
なが

す文
ぶん

化
か

」に対
たい

し
て、肩

かた

まで湯
ゆ

に浸
つ

かる日
に

本
ほん

人
じん

の湯
ゆ

浴
あ

みを「浸
つ

かる文
ぶん

化
か

」と私
わたし

は呼
よ

んでき
た。ここに温

おん

泉
せん

による「癒
いや

し」の本
ほん

質
しつ

があるのではないか。
かつて「禊

みそ

ぎ」は、新
あたら

しい自
じ

分
ぶん

に
生
う

まれ変
か

わるという 「復
ふっ

活
かつ

」の信
しん

仰
こう

と密
みっ

接
せつ

に結
むす

びついていた。復
ふっ

活
かつ

は
「若

わか

返
がえ

り」である。日
に

本
ほん

では古
こ

来
らい

、温
おん

泉
せん

は「若
わか

返
がえ

りの湯
ゆ

」と言
い

われてきた。
現
げん

代
だい

科
か

学
がく

では、抗
こう

酸
さん

化
か

力
りょく

のある温
おん

泉
せん

はわれわれの細
さい

胞
ぼう

を活
かっ

性
せい

化
か

し、アン
チエイジングの機

き

能
のう

を果
は

たすと説
せつ

明
めい

する。老
ろう

化
か

とは、細
さい

胞
ぼう

が酸
さん

化
か

されサ
ビ付

つ

くことだ。その対
たい

極
きょく

にあるサビ
を取

と

る還
かん

元
げん

力
りょく

のある温
おん

泉
せん

を浴
あ

びれば、
その優

すぐ

れた抗
こう

酸
さん

化
か

作
さ

用
よう

によって科
か

学
がく

的
てき

にも若
わか

返
がえ

るのである。
湯
ゆ

は無
む

我
が

にして、天
てん

地
ち

自
し

然
ぜん

に従
したが

ふ
もの也

なり

──。これは19世
せい

紀
き

の温
おん

泉
せん

療
りょう

養
よう

の指
し

南
なん

書
しょ

にある言
こと

葉
ば

だが、私
わたし

はこ
の言

こと

葉
ば

こそ温
おん

泉
せん

の癒
いや

しにふれる心
こころ

得
え

と思
おも

う。天
てん

地
ち

自
し

然
ぜん

のエネルギーによ
って誕

たん

生
じょう

した温
おん

泉
せん

は、無
む

垢
く

そのもの
だ。それだけに無

む

垢
く

な温
おん

泉
せん

に浸
つ

かる
われわれ自

じ

身
しん

の心
こころ

の持
も

ちようが大
たい

切
せつ

であろう。仏
ぶっ

教
きょう

で言
い

う無
む

我
が

の境
きょう

地
ち

、
「無

む

心
しん

」になって温
おん

泉
せん

と向
む

き合
あ

うこと
が「温

おん

泉
せん

道
どう

」なのではないだろうか。
あなたも、日

に

本
ほん

の温
おん

泉
せん

に浸
つ

かりに
来
き

ませんか？

こんこんと湧き出る豊富な湯は、自然の恵みそのものだ

19世紀制作の浮世絵にも、箱根で湯治を楽し
む女性が描かれている。『東海道名所絵 東海
道ハコ子湯治』（所蔵＝江戸東京博物館　
Image：東京都歴史文化財団イメージアーカ
イブ）

松田忠徳（まつだ・ただのり）
医学博士、温泉学者。モンゴル国立
医科大学教授。『江戸の温泉学』『温
泉教授の湯治力』『温泉教授の日本
百名湯』など著書多数
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上／雪景色の中、熱い湯に入る贅
沢を味わう（長野・白骨温泉）
下／温度を下げるために湯をかき
まぜる「湯もみ」。現在はユーモ
ラスな唄とともに、ショーとして
行われている（群馬・草津温泉）

上／ガラス戸から差し込む自然光
とやわらかいランプの光が気分を
リラックスさせる（青森・青荷温
泉、写真＝黒田 浩／アフロ）
下／熱い砂に蒸される、変わり種
の温泉。波の音を聞きながら、体
の芯からあたたまる（鹿児島・砂
蒸し温泉）
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デザイン性
せい

と高
たか

い機
き

能
のう

性
せい

で、乗
の

る人
ひと

を幸
しあわ

せにするパーソナルモビリティ

世界で初めて、ロボットが宿泊客をおも
てなしするホテルが生まれた。その名も、
「変なホテル」。フロントで宿泊客を迎え
るのは、人間の従業員ではなく人型ロボ
ットだ。女性型のロボットはホテルの制
服を身につけ、まばたきやアイコンタク
トを行いながら、業務を務める。フロン
ト業務のほかに、荷物を運ぶポーターや
クロークなどの業務も、ロボットが行う。

ロボットがもてなす
世
せ

界
かい

初
はつ

のホテル

機械が癒
いや

す
メ カ

革
かく

新
しん

的
てき

技
ぎ

術
じゅつ

とデザインによって、人
ひと

々
びと

の日
にち

常
じょう

をより便
べん

利
り

に、
より豊

ゆた

かに彩
いろど

る機
き

器
き

や乗
の

り物
もの

。
医
い

療
りょう

現
げん

場
ば

や暮
く

らしの中
なか

で、寄
よ

り添
そ

い、言
こと

葉
ば

を発
はっ

し、
助
たす

けになってくれるコミュニケーションロボットたち。
技
ぎ

術
じゅつ

の進
しん

歩
ぽ

が人
ひと

と機
き

械
かい

の関
かん

係
けい

を温
あたた

かいものに変
か

え、
未
み

来
らい

の社
しゃ

会
かい

を拓
ひら

いていく。
撮影●名取和久

写真提供●WHILL株式会社、ハウステンボス株式会社、ソフトバンク株式会社、
株式会社ロボ・ガレージ、ユカイ工学株式会社、産業技術総合研究所、
早稲田大学、パナソニック株式会社、株式会社村田製作所、アフロ

行ける場所が限られ外出するのが億劫
になるという、これまでの電動車いす利
用者の悩みにこたえたパーソナルモビリ
ティが、WHILLだ。
白と黒を基調にした未来的なデザイン
は、利用者から「外に出る機会が増えた」
「WHILLで出かける時は、いつもよりオ
シャレする」という声があがるほど好評
だという。
機能性も大きな魅力だ。コントローラ
ーレバーを傾けるだけで、思い通りの方
向に走らせることができる操作性のよさ
は、ストレスのない乗り心地。また、24
個もの小さなタイヤを組み合わせて全方
向への移動を可能にした前輪により、後
輪を軸に車体全体を回転することができ
る。さらにパワフルな四輪駆動のため、
砂利道などの悪路や段差があるところも
走れるようになった。
「行ける」ところではなく「行きたい」
ところに行ける新しい移動手段、WHILL
は乗る人を幸せにするパーソナルモビリ
ティだ。（WHILL）

高機能でおしゃれなパーソナルモビリティ
WHILLは、外出を楽しく、快適にしてくれる。
左／24個の小さなタイヤを組み合わせたことで、
360度の回転が可能になった
中／手元のコントローラーを進みたい方向に傾
けるだけで、スムーズに動く
右／乗っていなくても、Bluetooth内蔵のスマ
ートフォンからリモートコントロールができる

また、先進技術の導入で、電力削減やゴ
ミ削減が実現し、環境にもやさしい。技
術の進化を見据え、将来はサービスの９
割以上をロボットでまかなうことを目指
しているという。ロボットがもたらす新
しい快適さと楽しさは、世界のホテルの
常識をくつがえすかもしれない。（ハウス
テンボス） 左／音声認識技術と会話エンジンを組

み合わせた人型ロボット「アクトロイ
ド」や恐竜など、ロボットらがフロン
ト業務を務める
上／荷物を預けるクロークも、ロボッ
トが務める
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ROBOT1 ROBOT2 ROBOT3

「Pepper」は世界初の感情を持
ったパーソナルロボットだ。カ
メラやセンサーから認識した人
の表情や声を、神経回路を模し
たネットワークで処理し、感情
を生み出していく。また、クラ
ウド上に用意されたAI（人工知
能）にはPepperの情報が蓄積
され、次にどう行動すべきかが
フィードバックされていく。人
とふれあうほど成長していくロ
ボットなのだ。身長約128cm、
体重約28kg。（ソフトバンク）

Pepper

「KIROBO」は2013年８月から
2015年２月にかけて国際宇宙
ステーション（ISS）に滞在し
た経験を持つコミュニケーショ
ンロボット。無重力試験、騒音
試験、振動試験などいくつもの
試験をクリアした後に、無人補
給機「こうのとり」４号機でISS
まで運ばれた。ISS滞在中は、
若田光一宇宙飛行士と「宇宙で
の人とロボットの対話実験」を
成功させた。また、宇宙空間で
は、泳ぎ、歩き、ジャンプなど
の動作にもチャレンジし、見事
に成功させた。身長約34cm、
体重約１kg。（電通、東大先端
研、ロボ・ガレージ、トヨタ自
動車）

KIROBO

家にいる子どもとコミュニケー
ションができるように開発され
たロボット。外出先からスマー
トフォンなどでメッセージを送
ると、それを受信した「BOCCO」
が読み上げてくれる。BOCCO
にはセンサーが取りつけられて
おり、ドアや窓の開閉、照明の
オンオフを感知・通知してくれ
るため、外出先からでも家にい
る家族の様子を感じ取れる。デ
ザインや動きは子どもに親しみ
を持ってもらえるよう、可愛ら
しく工夫されている。身長
19.5cm、体重220g。（ユカイ工
学）

BOCCO

大
だい

集
しゅう

合
ごう

！
コミュニケーションロボット

ROBOT4 ROBOT5 ROBOT6 ROBOT7

アザラシの赤ちゃんの形をした
「パロ」は、光センサー、音声認
識センサー、触覚センサーなど
によって周りの状況を読み取り
ながら反応していくロボットだ。
AIも搭載し、自分の名前や飼い
主が喜びそうな行動などを覚え
ていく。20年以上に及ぶ研究や
臨床実験から、パロとふれあう
ことで人の心を和らげる癒やし
効果が実証され、アメリカでは
医療機器としても認められてい
る。現在、約30カ国で3000体以
上が導入されている。体長約
57cm、体重約2.5kg。（産業技
術総合研究所）

PARO

就寝中に突然呼吸が止まる睡眠
時無呼吸症候群を患い、安心し
て眠ることができない悩みを抱
えている人に向けて開発された
のが、「じゅくすい君」だ。無呼
吸は、姿勢を変えることで改善
される。クマ型枕に内蔵したマ
イクでいびきの音量を、手につ
けたセンサーで血中酸素濃度を
測定し、無呼吸になった場合に
寝返りを打てるよう、枕のロボ
ットアームを動かしてくれる。
快適な睡眠をサポートしてくれ
る頼もしい存在だ。体長85cm、
体重1.7kg。（早稲田大学）

Jukusui-kun

病院や介護施設で過ごす人との
コミュニケーションを活発にす
るために開発された。顔の部分
のモニターに映像が映し出され
会話ができるので、離れた場所
からでも、看護士が患者と会話
したり、介護士が入居者を見守
ったりできる。また、遠くに住
んでいる家族や友人とも気軽に
会うことができる。看護士の代
わりに駆けつけることもできる
ので、医療従事者の負担軽減も
期待される。前後左右に４台の
カメラを搭載し、周囲を確認し
ながらの自律移動や遠隔操作が
スムーズに行えるのも特徴だ。
身長約130cm、体重約100kg。
（パナソニック）

HOSPI-
Rimo

10人組のグループとして結成さ
れた「村田製作所チアリーディ
ング部」。ボールに乗って、倒れ
そうで倒れない絶妙なバランス
と、ぶつかりそうでぶつからな
いチームワークで、見る人を応
援し、元気にする。このパフォ
ーマンスを支えているのが、体
の傾きを測るジャイロセンサー、
位置を正確に把握する超音波マ
イクと赤外線センサーなどの技
術だ。小さい体に組み込まれた
センサーを駆使して、たくさん
の人を元気づけるチアリーディ
ングを披露することができる。
身長約36cm、体重約1.5kg。
（村田製作所）

Murata 
Cheerleaders

人
にん

間
げん

の命
めい

令
れい

によって動
うご

くロボットに代
か

わり、人
にん

間
げん

に寄
よ

り添
そ

い、
話
はな

し相
あい

手
て

にもなってくれるコミュニケーションロボットが、次
つぎ

々
つぎ

に登
とう

場
じょう

している。
家
いえ

や病
びょう

院
いん

、介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

など、さまざまな場
ば

所
しょ

で活
かつ

躍
やく

し、
私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

を彩
いろど

ってくれる可
か

愛
わい

いコミュニケーションロボットたちを大
だい

紹
しょう

介
かい

。
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柚
ゆ

子
ず

香
かお

りで和
わ

食
しょく

に華
はな

やぎを
写真●名取和久　調理●荒木典子

  召し上がれ、
日本

上／種が多く果汁の少ない柚子は、
果肉よりも、皮が主に使われる（写
真＝アフロ）
左／柚子をのせた小芋の煮物。柚子
の皮は削ったり、刻んだり、すりお
ろしたりすると香りが強く立つ

鮮
あざ

やかな黄
き

色
いろ

い皮
かわ

と清
すが

々
すが

しい香
かお

り
が特

とく

徴
ちょう

の柚
ゆ

子
ず

は、ミカン科
か

の常
じょう

緑
りょく

低
てい

木
ぼく

。種
たね

をまいてから実
み

をつけるまで
成
せい

長
ちょう

するのに10年
ねん

以
い

上
じょう

かかるが、柑
かん

橘
きつ

類
るい

の中
なか

で最
もっと

も耐
たい

寒
かん

性
せい

が高
たか

いため、
比
ひ

較
かく

的
てき

寒
かん

冷
れい

な東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

でも育
そだ

てられ
る。秋

あき

（10月
がつ

頃
ごろ

）から冬
ふゆ

にかけて実
み

をつけるが、夏
なつ

（７月
がつ

頃
ごろ

）でも皮
かわ

が
濃
こ

い緑
みどり

色
いろ

をした未
み

完
かん

熟
じゅく

の果
か

実
じつ

、青
あお

柚
ゆ

子
ず

が出
で

る。
柚
ゆ

子
ず

は日
に

本
ほん

人
じん

にとってなじみ深
ぶか

い
食
しょく

材
ざい

だ。種
たね

が多
おお

く果
か

汁
じゅう

の少
すく

ない柚
ゆ

子
ず

は、果
か

肉
にく

よりもむしろ、皮
かわ

を主
おも

に使
つか

う。皮
かわ

は薄
うす

くそぐか、細
こま

かく刻
きざ

むな
どして、香

かお

りづけに吸
す

い物
もの

や煮
に

物
もの

に
添
そ

える。たとえば、吸
す

い物
もの

の汁
しる

を器
うつわ

によそったら、最
さい

後
ご

に柚
ゆ

子
ず

の小
しょう

片
へん

を
入
い

れて蓋
ふた

をする。こうすることで柚
ゆ

子
ず

の香
かお

りを閉
と

じ込
こ

めることができ、

蓋
ふた

を開
あ

けた瞬
しゅん

間
かん

、吸
す

い物
もの

の湯
ゆ

気
げ

とと
もに爽

さわ

やかな香
かお

りが広
ひろ

がるのだ。
料
りょう

理
り

のさまざま場
ば

面
めん

で使
つか

われる柚
ゆ

子
ず

だが、中
なか

でも皮
かわ

を器
うつわ

として使
つか

う
「柚

ゆ

子
ず がま

」は、柚
ゆ

子
ず

の魅
み

力
りょく

を存
ぞん

分
ぶん

に生
い

かした一
いっ

品
ぴん

。正
しょう

月
がつ

料
りょう

理
り

や懐
かい

石
せき

料
りょう

理
り

な
ど、あらたまった食

しょく

事
じ

のときにつく
られるもので、柚

ゆ

子
ず

の上
じょう

部
ぶ

を切
き

って
果
か

肉
にく

をくりぬき、中
なか

に酢
す

の物
もの

などを
盛
も

りつける。すると柚
ゆ

子
ず

の黄
き

色
いろ

が料
りょう

理
り

を引
ひ

きたて、華
はな

やかな印
いん

象
しょう

を与
あた

え
るだけでなく、具

ぐ

材
ざい

にもほのかに柚
ゆ

子
ず

の香
かお

りが移
うつ

るのだ。「香
かお

りもご馳
ち

走
そう

のひとつ。冬
ふゆ

に欠
か

かせない柚
ゆ

子
ず

は、
それほど高

こう

価
か

でも珍
めずら

しくもないけれ
ど、少

すこ

し使
つか

うだけで料
りょう

理
り

が華
はな

やかに
なる、そんな食

しょく

材
ざい

ですね」と料
りょう

理
り

研
けん

究
きゅう

家
か

の荒
あら

木
き

典
のり

子
こ

さんは言
い

う。
一
いっ

方
ぽう

、酸
さん

味
み

の強
つよ

い果
か

汁
じゅう

は醬
しょう

油
ゆ

やダ

シと合
あ

わせれば、鍋
なべ

や蒸
む

し物
もの

のとき
に使

つか

う「ポン酢
ず

」になる。また青
あお

柚
ゆ

子
ず

を使
つか

った調
ちょう

味
み

料
りょう

では、すりつぶし
た柚

ゆ

子
ず

と青
あお

唐
とう

辛
がら

子
し

、塩
しお

を合
あ

わせた、
九
きゅう

州
しゅう

発
はっ

祥
しょう

の「柚
ゆ

子
ず

胡
こ

椒
しょう

」が知
し

られ、そ
ばの薬

やく

味
み

やドレッシングの風
ふう

味
み

づけ
など幅

はば

広
ひろ

く使
つか

われている。
また、食

しょく

用
よう

以
い

外
がい

にも、一
いち

年
ねん

で最
もっと

も
日
にっ

中
ちゅう

の時
じ

間
かん

が短
みじか

い「冬
とう

至
じ

（12月
がつ

22日
にち

頃
ごろ

）」の日
ひ

に、柚
ゆ

子
ず

の皮
かわ

や実
み

を浮
う

かべ
た柚

ゆ

子
ず

湯
ゆ

に入
はい

る習
しゅう

慣
かん

がある。柚
ゆ

子
ず

の
香
かお

りが立
た

ちのぼる湯
ゆ

に浸
つ

かると、心
しん

身
しん

ともにあたたまり、リフレッシュ
効
こう

果
か

があるという。
芳
ほう

香
こう

を味
あじ

わうだけでなく、入
にゅう

浴
よく

の
ときにも。柚

ゆ

子
ず

は日
に

本
ほん

の暮
く

らしに彩
いろど

りを添
そ

える、癒
いや

しの果
か

実
じつ

なのだ。

柚子の形、色、香りをうまく利用し
た「柚子 」。中身は、手前から、
イクラ、ダイコンとニンジンの酢の
物、シメジと青菜のおひたし
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東京
日 本 海

太 平 洋

大阪

高野山

街歩き

にっぽん 高
こう

野
や

山
さん

天
てん

空
くう

の聖
せい

地
ち

巡
じゅん

礼
れい

写真●宮村政徳、アフロ
上／2015年、開創1200年を迎えた高野山。

早朝、たなびく雲間に見せる姿は何とも神々しい

上／総本山金剛峯寺正門。奥に
見える主殿では美しい襖絵など
が楽しめる
左／壇上伽藍の中心となる根本
大塔。内部には５体の仏像と、
16本の柱に描かれた仏画による
仏の悟りの世界が広がっている
（下、写真＝照井壮平）
右／金剛峯寺が所蔵する八大童
子（密教で信仰される ｢明王｣
の８人の従者）のひとつ、制多
迦童子（せいたかどうじ）像
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金剛峯寺

R4
80

R371

蓮華定院

高野山ケーブル
高野山駅

奥之院
弘法大師御廟

大門

金堂

壇上伽藍

根本大塔

西南院

光木阿字館

を含
ふく

め、117の寺
じ

院
いん

が点
てん

在
ざい

している。その中
なか

で、弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

が最
さい

初
しょ

に道
どう

場
じょう

を開
ひら

いた地
ち

は「壇
だん

上
じょう

伽
が

藍
らん

」と呼
よ

ばれ、密
みっ

教
きょう

思
し

想
そう

にもとづく塔
とう

や堂
どう

が立
た

ち並
なら

ぶ。中
ちゅう

門
もん

をくぐると、
さまざまな祭

さい

儀
ぎ

を行
おこな

う場
ば

である金
こん

堂
どう

がまず目
め

に飛
と

び込
こ

ん
でくる。金

こん

堂
どう

のそばにそびえるのは、高
こう

野
や

山
さん

のシンボル
にして高

たか

さ48.5mの仏
ぶっ

塔
とう

「根
こん

本
ぽん

大
だい

塔
とう

」だ。塔
とう

内
ない

の柱
はしら

や壁
かべ

本
ほん

州
しゅう

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

南
なん

端
たん

に位
い

置
ち

する和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

には、古
こ

代
だい

から
信
しん

仰
こう

の対
たい

象
しょう

とされてきた紀
き

伊
い

山
さん

地
ち

がある。中
なか

でも標
ひょう

高
こう

約
やく

900mにある世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

・高
こう

野
や

山
さん

は、816年
ねん

に弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

によって真
しん

言
ごん

密
みっ

教
きょう

の道
どう

場
じょう

として開
ひら

かれて以
い

来
らい

、1200年
ねん

に
わたり日

に

本
ほん

仏
ぶっ

教
きょう

の聖
せい

地
ち

とされてきた。
山
やま

全
ぜん

体
たい

を祈
いの

りの場
ば

とする高
こう

野
や

山
さん

には、総
そう

本
ほん

山
ざん

金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

上／毎日午前６時と10時半の２回行われる「生身
供」は、1200年にわたり続けられている儀式。白木
の箱に納められた精進料理が、僧に担がれて燈籠堂
へと運ばれる
右／寺社巡りの楽しみのひとつが朱印帳。美しい和
紙などが貼られた冊子に、寺院の印章などを押して
もらい、参拝の記念とする

上／高野山ならではの修行体験である「阿字観」。
蓮華定院では、僧侶の説明を聞きながら、静かに瞑
想を行う
上右／西南院では、写経体験ができる
右／奥之院参道付近の光木阿字館（こうぼくあじか
ん）では、数珠づくりが体験できる。旅の記念に持
ち帰ろう

には仏
ぶつ

像
ぞう

や菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

が描
えが

かれ、仏
ほとけ

の悟
さと

りの境
きょう

地
ち

を図
ず

示
し

した
曼
まん

荼
だ

羅
ら

の世
せ

界
かい

が立
りっ

体
たい

的
てき

に表
ひょう

現
げん

されている。根
こん

本
ぽん

大
だい

塔
とう

は夜
や

間
かん

にライトアップもされ、その堂
どう

々
どう

とした姿
すがた

を夜
よ

空
ぞら

に浮
う

かび上
あ

がらせる。
高
こう

野
や

山
さん

で最
もっと

も聖
せい

域
いき

とされるのが、弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

が瞑
めい

想
そう

を続
つづ

ける御
ご

廟
びょう

のある「奥
おく

之
の

院
いん

」だ。今
いま

も弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

が生
い

きて人
ひと

びとに救
すく

いの手
て

を差
さ

し伸
の

べているとする大
だい

師
し

信
しん

仰
こう

の根
こん

幹
かん

をなす場
ば

所
しょ

で、ここでは毎
まい

日
にち

２回
かい

、弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

に食
しょく

事
じ

を運
はこ

ぶ「生
しょう

身
じん

供
ぐ

」と呼
よ

ばれる儀
ぎ

式
しき

が行
おこな

われている。奥
おく

之
の

院
いん

ま
での参

さん

道
どう

は、樹
じゅ

齢
れい

数
すう

百
ひゃく

年
ねん

の杉
すぎ

木
こ

立
だち

に囲
かこ

まれており、神
しん

秘
ぴ

的
てき

な雰
ふん

囲
い

気
き

が漂
ただよ

う。
宿
しゅく

泊
はく

は、ぜひ、高
こう

野
や

山
さん

の修
しゅ

行
ぎょう

体
たい

験
けん

ができる寺
てら

の宿
やど

「宿
しゅく

坊
ぼう

」を利
り

用
よう

しよう。山
さん

内
ない

に52ある宿
しゅく

坊
ぼう

では、朝
あさ

夕
ゆう

の食
しょく

事
じ

は丹
たん

精
せい

込
こ

めてつくられた精
しょう

進
じん

料
りょう

理
り

（植
しょく

物
ぶつ

性
せい

食
しょく

品
ひん

だけを材
ざい

料
りょう

とした料
りょう

理
り

）が味
あじ

わえる。宿
しゅく

泊
はく

者
しゃ

は早
そう

朝
ちょう

からの勤
ごん

行
ぎょう

（仏
ぶつ

壇
だん

の前
まえ

で行
おこな

う読
ど

経
きょう

、礼
れい

拝
はい

）に参
さん

加
か

できるほか、宿
しゅく

坊
ぼう

によっては、写
しゃ

経
きょう

体
たい

験
けん

や、手
て

と足
あし

を組
く

み呼
こ

吸
きゅう

を整
ととの

える「阿
あ

字
じ

観
かん

」といわれる瞑
めい

想
そう

体
たい

験
けん

ができるところもある。自
し

然
ぜん

に囲
かこ

まれた静
せい

寂
じゃく

の地
ち

での修
しゅ

行
ぎょう

体
たい

験
けん

は、ここでしか味
あじ

わえ
ない清

せい

新
しん

な癒
いや

しの時
じ

間
かん

となるだろう。
山
さん

内
ない

の東
とう

西
ざい

に延
の

びる国
こく

道
どう

沿
ぞ

いには、飲
いん

食
しょく

店
てん

や和
わ

菓
が

子
し

店
てん

、
みやげ物

もの

店
てん

が並
なら

ぶ。おみやげには、精
しょう

進
じん

料
りょう

理
り

の代
だい

表
ひょう

であ
る胡

ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

（ゴマとクズを練
ね

り合
あ

わせたもの）や和
わ

菓
が

子
し

のほか、数
じゅ

珠
ず

や寺
じ

社
しゃ

の印
いん

章
しょう

を押
お

す朱
しゅ

印
いん

帳
ちょう

といった信
しん

仰
こう

の
地
ち

ならではの品
しな

々
じな

がおすすめだ。
心
こころ

静
しず

かなひとときを過
す

ごしに、天
てん

空
くう

の聖
せい

地
ち

に出
で

かけて
みよう。

●交通案内
関西国際空港から南海線で天下茶屋駅へ約
35分。南海高野線で極楽橋駅へ約90分。
南海高野山ケーブルで高野山駅へ約5分。
高野山駅からは、大門、奥之院方面へバス
が出ている。

高野山エリア地図

宿坊で出される精進料理（西南院）。胡麻豆腐（白
ゴマとクズを練り合わせたもの）は、欠かせない。
おみやげには、鈴の形が可愛らしい「小鈴最中」
（右上）や、生麩に餡を入れた饅頭をササの葉で巻
いた「笹巻あんぷ」（右下）がおすすめ

高野山開創1200年を記念して
誕生したマスコットキャラクタ
ー「こうやくん」。休日の参拝
時などに出会えることも

●問い合わせ
高野山真言宗　総本山金剛峯寺
http://www.koyasan.or.jp/en/
（日・英・仏）
高野山宿坊協会
http://eng.shukubo.net/（日・英）
蓮華定院
TEL：0736-56-2233
西南院
http://sainanin.com/e（日・英）
光木阿字館
http://www16.plala.or.jp/koubokuajikan/
（日本語のみ）



2015 no.16

みやげ ── 7ニッポン

色
いろ

糸
いと

で織
お

った絹
きぬ

織
おり

物
もの

の小
こ

袋
ぶくろ

に、丁
ちょう

子
じ

や白
びゃく

檀
だん

などの
香
こう

料
りょう

をつめた「匂
にお

い袋
ぶくろ

」は、懐
ふところ

に忍
しの

ばせて、衣
い

装
しょう

簞
だん

笥
す

や靴
くつ

箱
ばこ

に入
い

れて移
うつ

り香
が

を楽
たの

しむ和
わ

風
ふう

サシェ。観
かん

光
こう

地
ち

のみやげ屋
や

やお香
こう

の店
みせ

で買
か

える。
日
に

本
ほん

人
じん

は、一
いっ

定
てい

の作
さ

法
ほう

のもとに香
こう

木
ぼく

をたいて、そ
の香

かお

りの違
ちが

いによって和
わ

歌
か

などの世
せ

界
かい

観
かん

を味
あじ

わおう
とする「香

こう

道
どう

」をはじめ独
どく

特
とく

の香
かお

り文
ぶん

化
か

を持
も

つが、匂
にお

い袋
ぶくろ

も香
かお

りを個
こ

性
せい

として楽
たの

しむ伝
でん

統
とう

の名
な

残
ごり

だろう。

匂
にお

い袋
ぶくろ

ほのかな香
かお

りを装
よそお

う

発行／日本国外務省
〒100-8919 東京都千代田区霞が関2-2-1
http://www.mofa.go.jp/（外務省ホームページ）　http://web-japan.org/（日本紹介ウェブサイト）〈日本語版〉

匂
にお

い袋
ぶくろ

の原
げん

型
けい

としては８世
せい

紀
き

頃
ごろ

に「裛
え

衣
び

香
こう

」という
衣
い

類
るい

や書
しょ

物
もつ

の防
ぼう

虫
ちゅう

を目
もく

的
てき

としたお香
こう

があり、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

（1603～1867）には着
き

物
もの

の袖
そで

をかたどった匂
にお

い袋
ぶくろ

が女
じょ

性
せい

の身
み

だしなみとして流
りゅう

行
こう

したとも伝
つた

えられる。
贈
おく

る人
ひと

の印
いん

象
しょう

に合
あ

わせて選
えら

ぶ楽
たの

しみもあり、香
かお

り
を「聞

き

く」（問
と

いかける）として香
かお

りを介
かい

したコミュ
ニケーションを大

たい

切
せつ

にしてきた日
に

本
ほん

人
じん

の美
び

意
い

識
しき

が感
かん

じられる品
しな

だ。

写真●栗林成城　協力●香老舗 松栄堂（匂い袋）、保赤軒（扇子）
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